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さゞれ石（女筆）
【判型】大本3巻3冊。原寸縦273粍。
【作者】長谷川妙躰（筆海子）書。
【年代等】正徳3年1月刊。［江戸］万屋清四郎ほか板。
【備考】分類「往来物」。末尾に江戸中期後印本（［大阪］渋川清右衛門ほか板）の下巻を抄録。時候挨拶の手紙や家族の近況を知らせる手紙など、種々の例文を散らし書きにした女筆手本。上巻は、「子の日」（新春）、「杜若」（初夏）の時候の手紙文に始まり、次いで、つれない相手を恨む内容の文、さらに物柔らかに僻んだ心を直せと諌める手紙文で終え、巻末に『古今』『新古今』からの和歌2首を掲げる。中巻は、初秋から冬にかけての情緒的な消息文で、「七夕」を題材とする前半は「星合の空」「梶の葉」などの歌語を配し、神無月を経て、「人めも草もかるゝばかり」「野辺の冬草」「冬草のうへにふりしく白雪」と冬に至り、末尾に『和漢朗詠集』から抄録した和歌を掲げる。下巻は、家族が息災であることを詳述した後で、京都の名所旧跡と年中行事等を紹介する。各巻表紙見返に口絵を掲げるが、うち上巻見返の挿絵は妙躰自身の肖像画と思われる。
◎禁無断転載・複製
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